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演

tま

め

じ

5諺

政
権
交
代
を
も
た
ら
し
た
経
済
的
な
原
因

一
九
八
一
年
の
五
月
〔
大
統
領
選
挙
〕
と
八
月
〔
国
民

二
O
年
以
上
も
の
閉
経
済
成
長
が
続
き
、
保
守
が
与
党
と
し
て
支
配
し
た
後
で
、

議
会
選
挙
〕
に
、
左
翼
が
政
権
に
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
左
翼
政
権
を
可
能
に
し
た
の
は
、
当
時
の
経
済
危
機
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
複
数
の
要
因
が
複
合
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
政
治
変
動
が
生
起
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
原
因
全
体
の
中
で
、
生
活

水
準
の
低
下
に
対
す
る
人
々
の
失
望
と
、
失
業
の
増
大
に
対
す
る
不
安
と
が
、
主
要
な
、
ま
た
決
定
的
な
要
素
で
あ
っ
た
Q

実
情
は
、
概
ね
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
七
五
年
と
一
九
七
七
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
社
会
党

へ
の
政
権
交
代
が
、
甘
受
し
か
ね
て
い
た
経
済
的
衰
退
か
ら
自
分
達
を
救
う
唯
一
の
残
さ
れ
た
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
に

F
が
り
付
く

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
民
は
、
当
時
の
指
導
者
達
は
余
り
に
長
い
間
政
権
に
就
い
て
い
る
た
め
に
想
像
力
を
示
し
得
な
く
な
っ

て
お
り
、
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
社
会
党
の
方
が
う
ま
く
や
れ
る
の
だ
、
と
も
か
く
社
会
党
の
提
案
す
る
救
済
策
は
試
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
、

と
信
じ
よ
う
と
し
た
。

そ
し
て
確
か
に
、
社
会
党
の
救
済
策
は
、
人
を
喜
ば
せ
る
も
の
を
す
べ
て
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
、
左
翼
連
合
り
選
挙
綱
領

t工

レ
イ
モ
ン
・
バ

l
ル
前
首
相
が
国
民
に
押
し
つ
け
た
緊
縮
と
い
う
処
法
を
や
め
、
そ
の
代
り
に
、
消
費
拡
大
に
よ
っ
て
景
気
を
刺
激
す

る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
が
、

〔
組
合
の
諸
権
利
、
社
会
保
障
等
の
〕
社
会
的
諸
権
益
が
増
大
し
、
雇
一
用
が
創
出
さ
れ
る
だ

こ
の
提
案
は
、

ろ
う
と
の
希
望
を
与
え
た
。
他
方
で
こ
の
綱
領
は
、
す
べ
て
の
事
業
銀
行
と
す
べ
て
の
巨
大
産
業
グ
ル
ー
プ
の
固
有
化
を
熱
心
に
説
い
て
い
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た
が
、
こ
れ
は
、
外
国
系
の
多
国
籍
企
業
が
大
量
解
雇
を
行
っ
た
り
、

フ
ラ
ン
ス
の
企
業
を
吸
収
し
た
り
す
る
こ
と
に
対
す
る
不
安
を
取
り

除
く
も
の
で
あ
っ
た
。

右
の
こ
と
に
加
え
て
、
当
時
サ
ッ
チ
ャ

i
首
相
、

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
的
な
政
策
、
が
際
立
つ
程
の
決
定
的
な
効
果
を
出
し

一
見
信
頼
で
き
そ
う
な
企
て
に
誘
惑
さ
れ
た
こ
と
も
理
解
で

フ
ラ
ン
ス
の
選
挙
民
の
大
半
が
、

き
る
の
で
あ
る
。

野
党
社
会
党
が
分
析
を
誤
っ
た
こ
と

し
か
し
、
右
の
よ
う
な
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
国
民
の
考
え
は
、
欧
米
の
経
済
を
揺
さ
ぶ
っ
た
危
機
の
性
格
を
見
誤
っ
て
い
た
。
と
い
う
の

tま

』
の
危
機
は
、

一
時
的
な
落
ち
込
み
に
因
る
も
の
で
は
な
く
、
技
術
の
進
歩
と
、
古
く
か
ら
の
工
業
国
の
生
産
設
備
の
老
朽
化
と
に
由

フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

来
す
る
、

よ
り
深
刻
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
社
会
党
は
、
余
り
に
長
い
間
政
治
の
実
務
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
て
い
た
た
め
に
、

て
、
適
切
な
措
置
を
と
る
能
力
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
済
的
な
変
化
の
す
べ
て
に
つ
い

こ
の
た
め
に
、
社
会
党
の
理
論
は
古
い
時
代
、
す
な
わ
ち
経
済
問
題
を
ま
だ
国
の
規
模
で
処
理
し
え
た
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

そ
の
理
論
を
修
正
し
な
く
て
も
事
態
を
立
て
直
せ
る
、

自
分
に
は
そ
の
能
力
が
あ
る
、

と
誠
実
に
思
い
込
ん
だ
の
で

の
に
、

社
会
党
は
、

あ
る
。し
か
し
、
重
大
な
二
つ
の
点
で
、
事
実
は
社
会
党
の
予
想
を
裏
切
ろ
う
と
し
て
い
た
。
第
一
に
、

モ
ロ
ア
首
相
は
、
消
費
を
人
為
的
に
拡

大
し
た
後
で
そ
れ
と
替
る
も
の
と
し
て
、
国
際
経
済
の
立
ち
直
り
を
当
て
に
し
て
い
た
の
だ
が
、
こ
れ
が
間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
、
か
な
り

早
い
時
期
に
わ
か
っ
た
。
第
二
に
、
国
有
化
が
、
産
業
機
構
の
残
り
の
部
分
を
牽
引
で
き
る
経
済
的
な
パ
ン
チ
力
(
内

2
2
p
z
u
v
)
に
な

北法36(1-2・513)513



演

ら
な
い
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

右
の
う
ち
、
第
一
の
分
析
に
お
け
る
誤
り
の
結
果
と
し
て
、
経
済
政
策
を
劇
的
な
仕
方
で
変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

i毒

八
二
年
七
月
に
な
さ
れ
た
転
回
で
あ
る
(
最
初
の
引
締
め
計
画
と
二
度
目
の
フ
ラ
ン
切
り
下
げ
)
。

つ
づ
い
て
、

こ
の
転
回
を
さ
ら
に
強
め

る
方
向
転
換
が
一
九
八
三
年
三
月
、
市
町
村
選
挙
の
後
に
行
な
わ
れ
た
(
第
二
の
引
締
め
計
画
と
三
度
目
の
フ
ラ
ン
切
り
下
げ
可

こ
れ
は
、

い
っ
て
み
れ
ば
悲
痛
な
政
策
修
正
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、

こ
の
修
正
は
現
実
に
は
、

レ
イ
モ
ン
・
パ

l
ル
前
首
相
が
実
施

し

一
九
八
一
年
の
選
挙
戦
で
左
翼
連
合
が
大
い
に
攻
撃
し
た
と
こ
ろ
の
緊
縮
政
策
に
立
ち
戻
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
説
明
と

し
て
は
、
専
ら
景
気
の
状
況
に
応
ず
る
修
正
、

一
時
的
な
必
要
で
あ
っ
て
、
左
翼
が
採
用
し
た
考
え
の
当
否
を
問
題
に
す
る
も
の
で
は
な
い

と
し
て
提
案
さ
れ
た
。

第
二
の
点
で
の
見
通
し
の
失
敗
は
、

工
業
を
営
む
公
共
セ
ク
タ
ー
の
効
率
性
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
失
敗
は
、
確
か
に
世
論
の
レ
ベ
ル

で
は
第
一
の
誤
り
ほ
ど
騒
が
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
生
じ
た
諸
結
果
は
は
る
か
に
重
大
な
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
誤
り
は
、

ラ
ン
ス
の
社
会
主
義
の
核
心
を
な
す
ド
グ
マ
の
一
つ
1

1
す
な
わ
ち
、
生
産
手
段
の
共
同
体
的
所
有
が
優
れ
て
い
る
と
い
う
ド
グ
マ
ー
ー
を

傷
つ
け
た
か
ら
で
あ
る
。

当
今
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
失
敗
は
、
現
在
の
社
会
党
の
指
導
者
達
を
呼
び
止
め
て
、
そ
の
理
論
の
基
本
的
な
点
に
つ
き
職
務
質
問

し
、
さ
ら
に
、
そ
の
産
業
政
策
を
い
ま
一
度
正
確
に
把
握
し
な
お
さ
せ
る
た
め
に
連
行
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
事
情
の
ゆ
え
に
、
私
は
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
社
会
主
義
の
実
験
の
核
心
に
あ
り
、
そ
し
て
多
く
の
国
々
に
多
く
の
教

訓
を
与
え
る
、
次
の
二
つ
の
問
題
を
、
と
り
わ
け
で
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
国
有
化
か
ら
三
年
経
っ
た
現
在
、
新

た
な
公
共
セ
ク
タ
ー
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
か
?
第
二
に
、
現
在
の
政
府
は
、
そ
の
産
業
政
策
の
新
た
な
方
向
付
け
会
ど
の
よ
う

に
し
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
?
そ
れ
に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
成
功
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
?

九

北法36(1-2・514)514
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国
有
佑
と
そ
の
結
果

固
有
化
は
、
激
し
い
法
律
論
争
の
後
に
、

モ
ロ
プ
政
府
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
が
、

こ
の
固
有
化

一
九
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
、

は
、
西
欧
で
は
未
だ
か
つ
て
な
い
最
大
規
模
の
、
国
家
へ
の
所
有
の
移
転
で
あ
っ
た
。
こ
の
移
転
の
た
め
に
、

終
的
に
は
四
一

O
億
フ
ラ
ン
〔
一
兆
二
一
ニ

O
O万
円
〕
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
五
|
四
六
年
に
な
さ
れ
た
固
有
化
が
公
役
務
の
活
動
を
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
今
回
の
国
有
化
は
専
ら
、
工
業
部
門
あ
る

い
は
商
業
部
門
の
諸
企
業
を
対
象
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の
固
有
化
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
発
想
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
明
ら

か
に
、
私
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
か
ら
、
資
本
主
義
制
か
ら
、
支
配
の
最
も
決
定
的
な
手
段
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
納
税
者
は
、
最

フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

こ
の
観
点
か
ら
み
る
と
、

〔
現
行
の
五
八
年
憲
法
前
文
が
援
用
し
て
い
る
〕

一
九
四
六
年
憲
法
の
前
文
の
、
次
の
よ
う
な
宣
言
1

1

「い

か
な
る
財
物
い
か
な
る
企
業
も
、
そ
の
利
用
・
経
営
が
国
の
公
役
務
も
し
く
は
事
実
上
の
独
占
た
る
性
格
を
帯
び
て
い
る
か
、

ま
た
は
そ
の

よ
う
な
性
格
を
取
得
し
た
と
き
は
、
共
同
体
〔
国
〕

の
所
有
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

l
ー
に
も
、
こ
れ
ら
の
固
有
化
を
正
当
化
す
る
根
拠

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
今
回
固
有
化
さ
れ
た
企
業
グ
ル
ー
プ
の
中
で
本
当
に
独
占
的
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
大
部

分
は
、
競
争
が
非
常
に
激
し
い
分
野
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
固
有
化
の
推
進
者
達
は
、
固
有
化
を
、
工
業
の
成
長
が
最
も
著
し
い
分
野
を
再
編
成
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
済
危
機
を
克
服
す
る

最
も
優
れ
た
手
段
だ
と
し
て
提
案
し
た
。

ミ
ヅ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
次
の
よ
う
に
ま
で
言
い
切
っ
て
い
る
。
「
こ
れ
ら
の
固
有
化
に
よ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
に
、
経
済
面
で
の
パ
ン
チ
力
を
備
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
よ

マh
円

+4
匹、
1
t
 ド
ゴ

l
ル
が
核
戦
略
の
分
野
で
し
た
こ
と
を
行
う
。
私
は
、

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
。
固
有
化
さ
れ
た
企
業
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
産
業
機
構
の
中
で
ど
れ
程
の
比
重
を

北法36(1-2・515)515



演

国
有
化
に
対
し
ど
の
よ
う
な
近
代
化
を
期
待
し
て
い
た
の
か
ワ

こ
の
大
規
模
な
国
有
化
の
結
果
は
い
か
な
る
も
の

も
っ
て
い
る
の
か
っ
・

だ
っ
た
の
か
?

1誇

A 

公
共
セ
ク
タ
ー
の
経
済
的
比
重

の
銀
行
、

一
九
八
二
年
二
月
一
一
日
の
法
律
と
、
諸
企
業
と
の
協
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
法
律
は
、
一
二
八

五
つ
の
企
業
グ
ル
ー
プ
の
資
本
を
一

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
国
の
所
有
と
す
る
旨
を
定
め
た
。

モ
ロ
ア
政
府
の
行
っ
た
国
有
化
は
、

二
つ
の
金
融
会
社
、

ま
た
協
定
の
方

は
、
外
国
資
本
に
服
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
企
業
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
そ
の
資
本
の
二
分
の
一
以
上
を
国
に
移
転
し
た
。

国
有
化
全
体
に
対
す
る
評
価

一
連
の
国
有
化
の
対
象
と
な
っ
た
企
業
が
フ
ラ
ン
ス
の
生
産
機
構
の
中
で
占
め
る
割
合
は
、
か
な
り
大
き
な
も
の
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
に
売
上
高
で
い
う
と
、
三
七
五

O
億
フ
ラ
ン
〔
一
一
兆
二
五

O
O億
円
〕
、
い
い
か
え
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
の
産
業
の
活
動
全
体
の

八
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
有
化
さ
れ
た
。

が
選
挙
戦
で
言
っ
て
い
た
通
り
、
確
か
に
五

O
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
計
算
に
よ
る
と
、
公
共
セ
ク
タ
ー
全
体
で
、

ン
ス
産
業
の
半
分
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
、
既
存
の
公
共
セ
ク
タ
ー
の
一
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
合
わ
せ
る
と
、

ジ
ス
カ
ー
ル
・
プ
ス
タ
ン
氏

第
二
に
国
内
総
生
産
と
比
べ
る
と
、
そ
の
割
合
は
勿
論
小
さ
く
な
る
が
、
そ
れ
で
も
一
一
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
す
る
。
ま
た
、
一
関
係
す
る
九

つ
の
産
業
グ
ル
ー
プ
が
国
外
で
行
っ
て
い
る
売
上
げ
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
輸
出
の
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。

最
後
に
、
今
回
国
有
化
さ
れ
た
会
社
の
従
業
員
数
は
七
六
万
人
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
既
に
国
有
企
業
で
働
い
て
い
た
一

二

O
万
人
を
合
わ
せ
る
と
、
公
共
セ
ク
タ
ー
全
体
の
従
業
員
数
は
、
今
後
、
産
業
の
全
就
業
者
数
(
四
七
三
万
八

0
0
0人
〉
の
三
分
の
一

以
上
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
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各
部
門
毎
の
検
討

と
こ
ろ
で
、
固
有
化
が
現
実
に
経
済
に
与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
を
知
る
た
め
に
は
、

る
。
固
有
化
さ
れ
た
事
業
分
野
が
も
っ
戦
略
上
の
重
要
性
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
政
府
が

行
っ
た
い
く
つ
か
の
選
択
は
、
時
折
言
わ
れ
て
い
る
程
に
は
不
統
一
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
の
選
択
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
機
構
を
活
性
化
し

ダ

オ

ロ

w

d

F

P

ス
ト

近
代
化
す
る
た
め
に
政
府
が
安
施
し
よ
う
と
し
て
い
た
主
意
主
義
的
な
政
策
に
よ
く
相
応
し
て
い
た
。

ハ
円
第
一
に
、
い
く
つ
か
の
分
野
に
お
い
て
、
新
た
な
固
有
化
は
、
国
が
既
に
有
し
て
い
た
生
産
手
段
を
補
充
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ

の
補
充
は
一
見
有
益
で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
こ
と
が
特
に
明
ら
か
な
の
は
金
融
機
関
で
、
金
融
機
関
は
、
一
九
四
五
年
に
六

O
パ

l
セ
ン
は
固
有
化
さ
れ
て
い
た
が
、
今
度
は
ほ
ぼ
完
全
に
公
権
力
の
監
督
に
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
基
礎
化
学
工
業
や
微
生
物
薬
品
製
造
業

既
に
鉱
業
化
学
公
社
百
三
日
官
一
回
目

B
Z
-
P
5
2

こ
れ
ら
の
全
体
的
な
数
字
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

の
よ
う
な
分
野
で
も
、

生
産
手
段
が
同
じ
よ
う
に
補
強
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
第
一
に
、

フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

n
r
E
M
Z
5
)
や
石
炭
化
学
公
社

(ωc丘
公
b
n
E
S
E
5
島町田口

E
F
Oロ
E
m
g
)
が
国
の
後
見
監
督
(
同

Em--m)
に
服
し
て
い
た
が
、

こ
れ
に
ロ

こ
の
分
野
を
支
配
す
る
一
団
を
形
成
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。

(
4
)
 

有
化
に
よ
っ
て
、
基
礎
化
学
工
業
の
う
ち
公
権
力
に
服
す
る
部
分
は
、
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大
し
た
。
第
二
に
、

H

J

w

u

w

u

、

エ
ル
フ
・
ア
キ
テ
ン
ヌ
(
何
民
〉
宮
山
仲
間
宮
町
)
〔
こ
れ
自
身
は
公
施
設
法
人
で
あ
る
石
油
開
発
公
社
有
財
〉
市
)
の
子
会
社
で
あ
る
〕
の
保
健
衛
生

部
門

(ωkrz。
国
)
に
ル
セ
ル
・
ユ
グ
ラ
フ
(
問
。

5
m巾「
C
門
戸
出
向
)
が
付
け
加
え
ら
れ
、

ト
か
ら
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。

ー
ヌ
・
ブ
ラ
ン
ク

(mr。
ロ
巾
』
句
。
己

gn)
の
生
産
能
力
が
加
わ
っ
て
、

こ
の
国

こ
の
た
め
に
、
公
的
な
製
薬
業
の
割
合
は
九
パ

l
セ
ン

。
他
方
で
国
は
、
こ
れ
ま
で
民
間
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
留
保
さ
れ
て
い
た
部
門
に
も
浸
透
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ベいけ喝、

ム
の
生
産
で
は
、
ピ
シ
ネ
・
ユ
ジ
ヌ
・
キ
ュ
ル
マ
ソ
(
古
岳
山
口

4
・
cm宮
市
』
同
己
r
g
S
F
H
ν
口
問
)
が
固
有
化
さ
れ
た
。
ガ
ラ
ス
工
業
で
は
サ

ン
・
ゴ
パ
ン

(ω
包
互
の
。
Z
E
)
(園
内
生
産
の
一
一
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
生
産
)
が
固
有
化
さ
れ
た
。
民
間
航
空
機
の
建
造
は
既
に
固
有
化
さ
れ
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演

て
い
た
の
に
、

戦
闘
用
の
航
空
機
は
依
然
と
し
て
民
間
企
業
グ
ル
ー
プ
が
製
造
し
て
い
た

(
マ
ル
セ
ル
・
ダ
ッ
ソ

l
社

芦

奇
妙
に
も
、

f;m 

じ
ま
白
血
ロ
ピ
)
。
が
、
こ
れ
も
国
有
化
さ
れ
、
国
家
が
航
空
機
産
業
の
八
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

弾
道
路
を
製
造
す
る
マ
ト
ラ
社
(
昌
三

E)
は
そ
の
一
部
が
固
有
化
さ
れ
、
こ
の
た
め
に
こ
の
分
野
で
の
公
共
セ
ク
タ
ー
の
割
合
も
、
五
八
パ

ー
セ
ン
ト
か
ら
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
た
。 そ
の
結
果
、

固
有
化
の
最
も
目
覚
し
い
先
進
部
分
は
次
の
分
野
に
み
ら
れ
る
。

円
色

f
R
W
E
W
)
が
国
有
化
さ
れ
た
電
気
機
器
の
分
野

吋
乙
巾
雪
印
匂

Z
が
固
有
化
さ
れ
た
電
話
通
信
の
分
野
、

総
合
電
気
社
一
(
わ
。
B
宮
口
広
な
ロ

bzr

悼
し
か
し
、

す
な
わ
ち
、

(
一
二
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

国
際
電
話
電
信
会
社

(
H
5
2
E
t
g弘
司

m
-
4
5ロ
白
山
口
仏

ト
ム
ソ
ン
・
事
プ
ラ
ン
ト
百
円
5
5
8ロ
'
F
S告
)
、
が
固
有
化
さ
れ
た
電
子
工
学
の
分
野

(
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
、

こ
こ
で

セ
l

・
ド
ウ
ブ
ル
イ
・
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
(
の
口
・
出
。
ロ

q
d
gロ
)
が
固
有
化
さ
れ
た
情
報
処
理
の
分
野
で
あ
不
。

の
国
有
化
が
先
進
的
だ
と
い
う
の
は
、
経
済
活
動
が
部
分
的
に
補
完
し
あ
い
、
将
来
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

帥
こ
う
し
て
み
る
と
固
有
化
が
実
施
さ
れ
た
時
点
で
は
、
鉄
鋼
業
だ
け
が
、
公
用
収
用
し
て
も
経
済
再
建
の
切
り
札
に
な
ら
ず
、

て
重
荷
と
な
る
産
業
で
あ
っ
た
。

か
え
っ

B 

国
有
化
の
初
期
の
段
階
に
お
け
る
再
編
成

と
こ
ろ
で
、
こ
の
大
規
模
な
国
有
化
が
有
し
て
い
る
利
益
を
可
能
な
限
り
引
き
出
す
た
め
に
は
、
新
た
な
公
企
業
の
聞
で
必
要
な
企
業
集

中
を
行
な
っ
て
無
用
な
競
争
を
除
き
、
各
企
業
の
最
も
優
れ
た
強
み
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
段
階
で
、
産
業
の
領
域
で
は
ま
だ
新
米
で
あ
っ
た
政
府
に
と
っ
て
、
困
難
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
り
は
、
も
の

を
生
産
し
て
い
る
機
構
と
い
う
の
は
、
官
庁
の
組
織
を
切
断
す
る
よ
う
に
し
て
は
裁
断
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
と
に
経
済
危
機
の
真
只

中
に
い
る
と
き
に
は
、
こ
の
種
の
問
題
に
通
常
伴
う
誤
ち
に
加
え
て
、
産
業
技
術
や
需
要
が
急
激
に
変
化
す
る
た
め
に
思
い
が
け
な
い
副
作
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用
、
が
生
ず
る
危
険
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ハ
門
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
政
府
は
慎
重
で
あ
り
、
社
会
党
が
野
党
の
時
に
考
え
て
い
た
案
で
も
、
あ
ま
り
に
理
論
的
な
考
え
と

結
び
つ
い
て
い
る
も
の
は
、
採
用
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
総
合
電
気
社
、

ト
ム
ソ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
、
国
際
電
話
電
信
会
社
の
諸
部
門
を
ま

と
め

そ
れ
を
中
核
に
し
て

「
フ
ラ
ン
ス
電
話
(
吋
色

8
5ロ巾
r
F
2
2
)」
と
い
う
巨
大
な
固
有
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、

ロ
l
ヌ・
0

フ
ラ
ン
ク
、

ル
セ
ル
・
ユ
グ
ラ
フ
が
薬
品
の
研
究
と
製
造
に
つ
い
て
行
っ
て
い
る
す
べ
て

エ
ル
フ
・
ア
キ
テ
ン
ヌ
、

の
活
動
を
、

「
フ
ラ
ン
ス
製
薬
(
司
r
R
B
Rぽ
P
F
S口
問
)
」
と
い
う
名
称
の
下
に
、

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
ま
と
め
る
こ
と
も
し
な
か
っ
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
社
会
党
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
の
は
国
有
化
の
精
神
を
植
え
付
け
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
確
実
さ
か
ら
い
え
ば
、
既
存
の

企
業
組
織
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
積
極
性
を
発
揮
・
開
発
さ
ぜ
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
国
外
に
も
っ
て
い
る
取
引
網
を
最
も
う
ま
く
活
用
さ
せ
る
方

が
良
い
、
と
い
う
こ
と
に
直
ち
に
気
付
い
た
か
ら
で
あ
る
。

フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

基
礎
化
学
工
業
の
部
門
で
は
、

一
九
八
一
年
に
、
基
礎
化
学
工
業
部
門
の
就
業
者
は
三
二
万
人
、

〔
八
兆
四

0
0
0億
円
〕

。
し
か
し
な
が
ら
、

懸
念
さ
れ
て
い
た
衰
退
を
食
い
止
め
る
た
め
に
再
編
成
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

売
上
高
は
二
八

O
O億
フ
ラ
ン

(
な
お
、

っ
た
。
)

再
編
成
の
措
置
と
し
て
採
ら
れ
た
の
は
、
ピ
シ
ネ
・
ユ
ジ
ヌ
・
キ
ュ
ル
マ
ン
の
諸
部
門
の
う
ち
困
難
に
陥
っ
て
い
る
基
礎
化
学
工
業
部
門

を
切
り
離
し
て
、
そ
の
事
業
を
他
の
企
業
グ
ル
ー
プ
の
聞
に
振
り
分
け
、

よ
り
整
合
的
な
三
つ
の
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
す

エ
ル
フ
・
ア
キ
テ
ン
ヌ
が
中
軸
と
な
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
エ
ル
フ
・
ア
キ
テ
ン
ヌ
は
、
塩
素
化
学
工
業
に
お
い
て
、

系
列
企
業
を
従
え
る
い
わ
ば
総
師
と
な
っ
た
。
第
二
は
フ
ラ
ン
ス
石
炭
公
社
・
化
学
(
の

Z
F
S口問
m
g
p
F
2
2
h
E
Bぽ
)
〔
前
出
の
フ

ラ
ン
ス
石
炭
公
社
が
化
学
部
門
へ
転
換
努
力
し
た
結
果
設
立
さ
れ
た
子
会
社
〕
が
中
軸
と
な
る
も
の
で
、
石
炭
化
学
と
合
成
樹
脂
素
材
の
製

造
を
行
な
う
。
第
三
は
ロ
l
ヌ
・
。
フ
ラ
ン
ク
が
中
軸
と
な
る
も
の
で
、
精
密
化
学
〔
ブ
ァ
イ
ン
・
ケ
ミ
カ
ル
〕
、
製
薬
、
繊
維
生
産
を
行
な
う
。

な
わ
ち
第
一
は
、

で
あ
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演

さ
ら
に
最
近
に
な
っ
て
、
総
合
電
気
社
(
の
の
何
)
と
ト
ム
ソ
ン
の
聞
で
役
割
の
割
り
振
り
が
な
さ
れ
、
め
の
肘
は
原
則
と
し
て

(
5
)
 

通
信
の
分
野
に
専
心
し
て
、
公
衆
電
話
器
・
一
般
電
話
器
、
オ
フ
ィ
ス
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
、
種
々
の
伝
送
サ
ー
ビ
ス
を
カ
バ
ー
し
、
ト
ム

〔
ビ
デ
オ
、

伺
最
後
に
、

5持

ソ
ン
は
、

っ
た
。

テ
レ
ビ
な
ど
の
〕
大
衆
向
け
の
電
子
機
器
、

軍
事
向
け
の
事
業
お
よ
び
種
々
の
構
成
部
品
に
立
ち
帰
る
こ
と
に
な

こ
れ
ら
の
再
編
が
賢
明
で
あ
っ
た
か
は
、
将
来
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

C 

意

外

な

結

果

一
九
八
一
年
に
国
有
化
さ
れ
た
様
々
の
企
業
は
、
鉄
鋼
業
を
除
け
ば
、
繁
栄
し
て
い
る
と
の
評
価
を
う
け
て
い
た
。

く
つ
か
は
、
フ
ラ
ン
ス
産
業
の
ト
ッ
プ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
そ
の
中
の
い

と
こ
ろ
が
、
意
外
に
も
悲
痛
な
結
果
に
な
っ
た
。
競
争
的
な
分
野
で
国
有
化
さ
れ
た
一
一
の
企
業
が
一
九
八
一
年
に
、
総
額
一
二

O
億
フ

ラ
ン
〔
三
六

O
O億
円
〕
一
の
赤
字
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
そ
の
う
ち
の
七

O
億
フ
ラ
ン

一
九
八
二
年
に
は
、
赤
字
は
一
九

O
億
フ
ラ
ン
〔
五
七

O
O億
円
〕
を
超
え
た
。

つ
二

O
O億
円
〕

は
鉄
鋼
業
の
分
で
あ
る
が
。

一
九
八
三
年
に
は
立
ち
直
り
が
見
ら
れ
た
。
と

い
う
の
は
、
累
積
赤
字
は
一
四

O
億
フ
ラ
ン

〔
四
二

O
O億
円
〕

に
な
る
が
、
そ
の
三
分
の
こ
は
鉄
鋼
業
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
と
も
か
く
、
こ
の
光
景
は
輝
か
し
い
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
で
、
固
有
化
は
、

グ
ル
ー
プ
に
変
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

黒
字
で
あ
っ
た
企
業
を
、
赤
字
を
か
か
え
る
企
業

こ
の
よ
う
な
結
果
に
つ
い
て
は
、

付
こ
の
急
激
な
落
ち
込
み
に
は
、
国
際
的
な
経
済
危
機
が
寄
与
し
て
い
る
。
こ
と
に
基
礎
化
学
工
業
の
よ
う
な
、
飽
和
状
態
む
衰
退
の
過

程
に
あ
る
分
野
で
は
そ
う
で
あ
る
。

い
く
つ
か
の
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
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。
当
時
の
シ
ュ
ヴ
ェ
ヌ
マ
ン
工
業
大
臣
は
、
民
間
の
株
主
達
が
そ
の
役
割
を
果
さ
ず
、

一
九
八
一
年
に
国
有
化
さ
れ
た
六
つ
の
主
要
な
企

五
年
間
に
一
六
億
七

0
0
0
フ
ラ
ン
〔
五

O
一
億
円
〕
し
か
出
資
し
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
主
張
し
て

い
る
。
確
か
に
こ
の
金
額
は
、
国
が
一
九
八
二
年
と
八
三
年
に
、
資
本
の
形
で
予
算
の
中
か
ら
交
付
し
た
数
十
億
フ
ラ
ン
と
比
べ
る
と
と
る

に
足
ら
な
い
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
明
ら
か
に
、
国
は
固
有
化
の
後
、
株
主
と
し
て
の
役
割
を
、
以
前
の
企
業
主
達
よ
り
も
立
派

し
か
し
、
自
己
資
金
の
形
で
こ
の
よ
う
に
怠
大
な
出
資
を
し
て
も
、
一
九
八
二
年
に
は
財
政
状
態
が
引
き
続
き
擦
り
減

一
九
八
三
年
に
は
衝
撃
を
弱
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

業
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
、

に
遂
行
し
て
い
る
ο

っ
て
い
く
の
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

同
結
局
の
と
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
な
国
有
化
も
無
気
力
状
態
を
ひ
き
起
す
と
い
う
こ
と
、

フ
ラ
ン
ス
の
場
合
に
は
、
活
力
的
だ
と
の
評
判
で

あ
っ
た
私
企
業
を
公
共
セ
ク
タ
ー
へ
移
し
た
結
果
は
、
管
理
職
層
が
丸
一
年
間
蛇
行
行
進
さ
せ
ら
れ
、

意
欲
を
失
う
、
と
い
う
形
で
現
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

つ
い
に
は
潰
走
し
、
帰
還
し
て
戦
闘

フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

新
た
な
産
業
政
策

こ
の
よ
う
に
し
て
、
競
争
部
門
で
固
有
化
さ
れ
た
一
一
の
産
業
グ
ル
ー
プ
の
累
積
赤
字
は
、
国
家
の
危
機
と
も
い
う
べ
き
様
相
を
帯
び
て

き
た
。
そ
の
重
大
さ
は
一
般
の
人
々
に
は
よ
く
分
ら
な
か
っ
た
が
、
指
導
層
は
こ
れ
に
動
揺
し
、
こ
の
国
の
産
業
の
将
来
に
関
す
る
彼
ら
の

考
え
方
を
再
検
討
す
る
に
至
っ
た
。

A 

大
企
業
の
弱
さ
の
認
識

今
で
は
、

経
済
活
動
全
般
を
再
始
動
さ
せ
た

巨
大
な
産
業
集
団
が
、

A

、、
んノ

七

0
年
代
に
は
フ
ラ
ン
ス
経
済
の
原
動
力
で
あ
っ
た
の
に
、

北法36(1-2・521)521



演

り
、
一
雇
用
の
問
題
を
解
決
す
る
力
を
持
っ
て
い
な
い
|
|
こ
の
こ
と
を
、
閣
僚
達
や
大
統
領
自
身
が
理
解
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
く

つ
か
の
こ
と
が
同
時
に
起
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

ハ
円
ま
ず
、
鉄
鋼
業
の
破
局
的
な
事
態
で
あ
る
。
以
前
か
ら
の
数
十
億
フ
ラ
ン
の
赤
字
に
加
え
て
、
こ
の
四
年
間
に
二
七

O
億
フ
ラ
ン

の
赤
字
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
、
結
果
的
に
は
国
の
収
入
源
に
耐
え
ら
れ
な
い
程
の
支
出
を
課
す
る
泥
沼
で
あ
る
。

講

一O
O億
円
〕

こ
の
ゆ
え
に
、

八
四
年
四
月
四
日
の
記
者
会
見
で
、
鉄
鋼
部
門
の
再
編
が
悲
劇
的
な
誤
り
で
あ
っ
た
と
諮
り
、

ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
は
、

将
来
性
の
な
い
こ
の
分
野
に
、
一
万
本
を
返
済
し
て
も
ら
う
見
込
み
も
な
い
の
に
援
助
す
る
の
は
中
止
す
べ
き
こ
と
、
む
し
ろ
近
代
化
の
方
向

を
採
る
べ
き
こ
と
を
、
世
論
に
対
し
て
説
明
し
た
Q

こ
の
よ
う
に
し
て
大
統
領
は
、
製
品
が
捌
け
る
保
証
も
な
い
の
に
、

謀
な
計
画
を
、
断
罪
し
て
い
る
。

∞
自
動
車
産
業
は
、
産
業
界
の
成
績
優
等
生
の
中
で
も
最
高
の
花
形
で
あ
っ
た
の
に
、
困
難
に
陥
っ
た
。
こ
れ
が
、
政
府
を
諭
し
示
し
た

口
レ

l
ヌ
の
鉄
鋼
業
の
圧
延
機
の
近
代
化
を
援
助
し
よ
う
と
し
た
無

第
二
の
事
件
で
あ
る
。
自
動
車
産
業
の
困
難
の
始
り
は
、

側
が
政
府
に
申
請
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

続
い
て
困
難
が
起
っ
た
の
は
、
プ
ジ
ョ
!
と
い
う
、
確
た
る
評
判
を
得
て
い
た
企
業
で
あ
る
Q

こ
の
企
業
も
ま
た
、
危
っ
か
し
い
経
営
状

態
を
立
て
直
す
た
め
に
、
政
府
に
対
し
、
従
業
員
を
数
千
人
削
減
す
る
許
可
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

シ
ト
ロ
エ
ン
の
問
題
で
、
経
営
者
と
組
合
が
対
立
し
て
い
た
大
量
解
雇
を
経
営
者

最
後
は
ル
ノ
ー
で
、

こ
れ
は
全
体
的
に
は
常
に
黒
字
で
あ
っ
た
の
に
、

そ
の
赤
字
が
増
え
だ
し
、

今
で
は
人
員
縮
小
計
画
を
考
え
て
い

る
。
そ
れ
の
縮
小
は
、
数
年
に
亘
っ
て
段
階
的
に
行
な
わ
れ
る
と
し
て
も
、
か
な
り
厳
し
い
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ク
ル
ゾ

l

・
ロ
ワ

l
ル
(
わ

5
5
2・F
O
日
同
町
)
で
あ
る
。

同
期
待
外
れ
の
最
後
は
、

原
子
力
計
画
の
発
足
当
時
は
栄
光
の
時

こ
の
会
社
は
、

代
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
計
画
を
シ
ュ
ナ
イ
ダ

l
a
n
}
5
2
P
S
グ
ル
ー
プ
が
放
棄
し
た
た
め
に
、
今
日
で
は
破
産
へ
と
追
い
込
ぎ
れ
て
い
る
。

r-、
八
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他
の
分
野
で
い
う
と
、

、
シ
ュ
ラ
ン
(
宮
正
五
百
)
も
、

雇
用
を
数
千
人
削
減
せ
ざ
る

依
然
と
し
て
非
常
な
競
争
力
を
も
っ
て
い
る
が
、

を
得
な
く
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

B 

別

の

道

の

探

求

以
上
の
こ
と
か
ら
原
因
は
分
っ
た
。

つ
ま
り
、
公
共
セ
ク
タ
ー
か
民
間
セ
ク
タ
ー
か
を
問
わ
ず
、
巨
大
な
企
業
グ
ル
ー
プ
が
、
も
う
雇
用

を
創
り
出
さ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
済
再
建
の
将
来
は
、
今
後
ま
す
ま
す
中
小
企
業
の
事
業
網
の
存
在
と
、
新
た
な
企
業
の

出
現
と
に
依
存
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
今
で
は
大
統
領
も
十
分
理
解
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
合
衆
国
の
シ
リ
コ
ン
・
ヴ
ア
レ

l
へ
行
き
、
私
企
業
の
使
徒
と
な
っ

フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

て
、
向
う
の
方
か
ら
私
企
業
を
伝
道
し
よ
う
と
し
た

し
か
し
、
個
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
が
か
つ
て
保
護
奨
励
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
銀
行
が
今
で
は
す
べ
て
国
有
化
さ
れ
て
危
険
を
冒
す
こ
と

〔
私
企
業
を
誘
致
し
よ
う
と
し
た
〕
。

の
う
ま
味
を
知
ら
な
く
な
っ
て
い
る
国
に
お
い
て
、
新
規
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
近
代
的
な
産
業
組
織
を
創
り
出
す
の
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
援

曲
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
間
い
に
答
え
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
は
、
新
企
業
の
援
助
の
た
め
に
任
命
さ
れ
た
、
近
代
化
の
主
唱
者
、

〔
現
首
相
〕
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
に
も
い
ろ
い
ろ
な
解
決
策
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ハ
門
ま
ず
、
国
の
社
会
保
障
予
算
全
体
を
再
検
討
し
、
企
業
が
引
き
受
け
る
べ
き
で
な
い
負
担
を
国
に
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

ロ
ー
ラ
ン
・
フ
ァ
ピ
ウ
ス
氏

〔
現
政
権
の
経
済
政
策
の
た
め
に
凍
結
し
て
し
ま
っ
た
〕
潜
在
的
な
投
資
力
を
解
凍
し
、

題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
は
、
公
共
部
門
の
料
金
を
大
幅
に
引
き
上
げ
、
予
算
の
中
で
公
共
部
門
へ
の
支
出
が
占
め
る
比
重
を
軽
く
す

る
こ
と
が
前
提
に
な
る
。

。
次
に
、

投
資
を
民
間
部
門
へ
導
く
こ
と
が
問

北法36(1-2・523)523



演

白
最
後
に
、

リ
ス
ク
で
も
あ
る
資
本
と
い
う
も
の
に
、
適
切
な
地
位
を
つ
く
っ
て
や
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
産
業
に
直
接
投
資
す

る
人
々
に
は
税
の
控
除
を
許
し
た
り
、

ま
た
、
会
社
の
場
合
に
は
収
入
に
つ
い
て
、

リ
ス
ク
の
高
い
投
資
の
場
合
に
は
不
測
の
損
失
に
つ
い

議

て
、
控
除
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

仰
さ
ら
に
は
、
個
人
が
保
有
し
て
い
る
す
べ
て
の
金
(
四

0
0
0億
フ
ラ
ン

せ
る
こ
と
、
が
熱
心
に
説
か
れ
た
。
こ
の
場
合
の
国
債
は
、
金
と
い
う
貴
重
な
財
貨
を
産
業
投
資
へ
回
さ
せ
る
た
め
に
、
税
法
上
の
不
利
益
が

〔
一
二
兆
円
〕
)
を
、

大
規
模
な
国
債
に
よ
っ
て
吐
き
出
さ

全
面
的
に
免
れ
て
お
り
、

ま
た
多
大
の
利
点
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
上
の
、
解
決
策
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
社
会
主
義
的
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、

お
そ
ら
く
左
翼
政
府
だ
け
が
、

平
素
は
難
し
い
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
組
合
の
反
発
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
思
い
切
っ
て
実
施
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

社
会
主
義
の
政
府
は
、
国
の
産
業
の
将
来
に
つ
い
て
責
任
を
持
っ
て
以
来
、
何
と
大
変
な
道
を
辿
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
ろ

と
も
あ
れ
、

hv

、4
0

z
f刀が
、
一
つ
の
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
も
う
一
度
や
り
直
す
と
し
た
ら
、
社
会
党
の
指
導
者
達
は
、
一
連
の
固
有
化
と
い
う
、
一
九

八
0
年
代
の
時
点
で
は
未
だ
再
検
討
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
理
論
に
基
づ
く
施
策
に
、
身
を
投
ず
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
い
っ
て
も
私
は
、
社
会
党
の
指
導
者
達
が
、
今
度
は
民
営
移
行
を
敢
行
す
る
だ
ろ
う
と
か
、
今
の
野
党
が
一
九
八
六
年
〔
の
国
民
議
会

選
挙
〕

に
勝
利
し
た
ら
民
営
移
行
を
行
う
の
が
そ
の
利
益
に
合
致
す
る
だ
ろ
う
と
か
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

変
草
に
は
、
実
行
し
な
い
方
が
む
し
ろ
賢
明
で
あ
っ
た
ろ
う
に
と
言
え
る
け
れ
ど
も
、

か
と
い
っ
て
引
き
返
す
に
は
余
り
に
障
害
が
多
い

も
の
が
、
と
き
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
る
。
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フランス左翼政権成立後の経済的諸変動

訳

注

(

1

)

《『

2
2
骨
骨
mEMO》
の
諮
は
、
核
戦
略
上
二
つ
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
一
つ
に
は
、
敵
の
軍
事
力
を
即
陸
に
か
つ
決
定
的
に
破
燥
し
て
し
ま
う
能
力

|
|
「
第
一
撃
破
能
力
」
と
で
も
訳
す
べ
き
も
の

l
ー
を
さ
し
、
い
ま
一
つ
に
は
、
報
復
攻
撃
の
脅
威
に
よ
っ
て
、
敵
が
こ
ち
ら
の
本
土
を
攻
撃
す
る
の
を

抑
止
す
る
能
力
1

1
い
わ
ゆ
る
抑
止
力

Q
2
8
L
o
ι
2
2
2芯
ロ

)
lー
を
さ
す
。
こ
の
講
演
は
前
者
の
怠
味
で
、
し
か
も
比
愉
的
に
用
い
て
い
る
。
こ
こ

で
は

p
m
W
2
5
の
日
常
語
と
し
て
の
語
感
を
も
考
慮
し
て
、
「
パ
ン
チ
カ
」
と
訳
出
し
た
。

(

2

)

本
稿
で
は
、
一
フ
ラ

γ
1一一一
O
円
と
し
て
換
算
し
て
あ
る
。

(
3
〉
後
掲
の
渡
辺
論
文
五

O
頁
に
よ
れ
ば
、
居
住
者
預
金
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
。

(

4

)

以
下
白
白
ま
で
の
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
後
掲
の
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
有
化
政
策
」
一
一
一
一
一
頁
に
よ
る
と
、
国
有
化
企
業
の
事
業
費
ー
ー
そ
の
意
味
は
不

明
ー
ー
ー
が
フ
ラ
ン
ス
の
市
場
に
お
い
で
占
め
る
割
合
で
あ
る
。

(
5
)
原
文
は
、
《

-
o
g
H
b司
rcロ
ぬ
℃
ロ

z
r
2
-
M同
z
e
で
あ
り
、
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
、
各
家
庭
や
企
業
で
使
わ
れ
る
一
般
電
話
器
と
、
貨
幣
・
ヵ

I
F
で
利

用
す
る
公
衆
電
話
器
と
を
さ
す
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
総
合
電
気
社
と
ト
ム
ソ
ン
の
問
の
再
編
成
に
関
す
る
当
時
の
新
聞
記
事
ヤ
宮

-
O
E
R
3
0
5仲

《
円

2
2
E
の
の

-HWE吋同
5
5
8ロ》

G
E
L
-
N
N
Z
H
M
Z
E
r
s
H
S
S
T
w
忌
O口弘
0・
E
-
山
口
円
。
門
口
恒
三

c
g
-
0・
&-bnHSロ
ゲ

or円山
O
B向島田町
8

2
。

E
N
H

は
、
同
様
の
文
脈
に
お
い
て
、
《
目
白
神
品
目
buroロ
広
岡
Er--ρ
ロ
目
立
官

z
b
g
の
話
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
は
、
公
衆
電
話
回
線
と
専
用
電
話
回
線
、
あ
る

い
は
、
一
般
利
用
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
と
特
殊
利
用
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
さ
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
後
者
の
方
が
文
脈
に
適
合
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
差

異
は
講
演
の
本
旨
に
と
っ
て
重
要
で
な
い
の
で
、
原
文
に
従
っ
て
「
公
衆
電
話
器
・
一
般
電
話
緑
」
と
訳
出
し
て
お
く
。

〔
訳
者
附
記
〕

本
稿
は
、
一
九
八
四
年
九
月

i
一
O
月
に
、
パ
リ
第
二
大
学
の
ブ
ノ
ア
・
ジ
ヤ
ノ

i
教
授
を
迎
え
て
本
学
部
で
行
な
わ
れ
た
一
連
の
研
究
会
(
こ
れ
は
、
文
部

省
科
学
研
究
費
に
よ
る
共
同
研
究
「
フ
ラ
ソ
ス
第
五
共
和
制
に
お
け
る
公
法
等
の
進
化
と
変
化
」
の
一
部
を
な
す
)
の
う
ち
、
訳
者
が
担
当
し
た
講
演
《

F
2

5
E
S
Z
D
E
A
r
-ロ
O
B
Z
5
ω
E
H
1
E
D
Z
号
]
2
2
F
i
n
n
o凹
ω芯
ロ
牛
白
]
田
宮
-
出
口

r
o
g
℃
C
ロ
g
-
H》
の
邦
訳
で
あ
る
。
ジ
ヤ
ノ

I
教
授
の
経
歴
、
本
研
究
会

の
次
第
に
つ
い
て
は
、
プ
ノ
ワ
・
ジ
ヤ

γ
ノ
l

(
深
瀬
訳
)
「
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ
ッ
テ
ラ
ン
大
統
領
の
外
交
お
よ
び
防
衛
対
策
」
(
本
誌
三
五
巻
五
号
)
の
解
題
を
参

照
さ
れ
た
い
。

本
講
演
の
テ

1
7
で
あ
る
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
機
の
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
簡
潔
な
あ
る
い
は
詳
細
な
邦
詩
文
献
が
既
に
数
多
く
存
在
す
る
。

し
か
し
本
講
演
は
、
そ
の
国
に
一
構
成
員
と
し
て
生
活
す
る
者
の
み
が
持
つ
こ
と
の
で
き
る
現
実
感
、
真
迫
感
を
伝
え
、
そ
の
よ
う
な
者
に
の
み
可
能
な
将
来
の
見

北法36(1-2・525)525



演

通
し
を
提
示
し
て
い
る
。
(
も
っ
と
も
、
例
え
ば
中
小
企
業
の
経
済
活
動
が
そ
れ
ほ
ど
好
調
で
な
い
(
〈

3
J
《
g
w
仏

g
F
g
n
-
b
m
2
8ロ
曲
三
舟
田
市
室
開
》

(
』

2
L日
N

斗
牛

bnogゲ
Z
H
S
S
-
F
O
冨
C
2
0・
E
J
Z
Z
B丘
町
ロ
ロ
白

F
広
広
三
一
。
ロ
ゲ
与
牛

O
B邑
田
町
p
z
o
H∞
∞
叶
)
な
ど
、
教
授
の
見
通
し
に
疑
問
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
の
問
題
で
な
い
。
)
ま
た
、
本
講
演
は
、
今
回
の
国
有
化
を
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
の
国
有
化
理

論
に
対
す
る
試
練
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
点
が
本
講
演
の
内
容
上
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
(
研
究
会
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
政
党
が
1

1
保
守
政
党
の
一
部

め
て
|
|
国
有
化
に
積
極
的
な
い
し
肯
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
議
論
さ
れ
た
。
)
こ
の
こ
と
を
考
慮
し
て
、
ジ
ヤ
ノ

i
教
授
に
は
無
断
で
は
あ
る
が
、
他
を
合
の
邦

語
文
献
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
フ
ラ
ン
ス
社
会
党
の
国
有
化
理
論
に
と
っ
て
の
試
練
」
と
い
う
副
題
を
付
し
た
。
(
こ
れ
と
の
関
連
で
、
戸
。

ζ
S門
F
E
-
-
D
R円門担件目。
E
F
忠
広
三
芯
ロ

Z
E
O
B包
回
一

5
2
0
E
E
に
ヤ
円
・
〉
ロ

LH合
回
目
《

3
5・0回
公
円
冊
目

o
n
E
5
0
2
}
C
C
H《
H
d三
日
》
と
い
う
興

味
深
い
記
事
が
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
)

翻
訳
に
あ
た
っ
て
注
意
し
た
こ
と
は
、
第
一
に
内
容
の
正
確
な
訳
出
で
あ
り
、
第
二
に
原
文
の
生
き
生
き
し
た
叙
述
を
保
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
の
目
的

の
た
め
に
、
〔
〕
に
よ
っ
て
原
文
の
内
容
を
補
い
、
詳
し
い
説
明
を
要
す
る
諮
に
つ
い
て
は
訳
注
を
付
し
た
。
第
二
の
目
的
の
た
め
に
、
企
業
名
も
で
き
る
限
り

日
本
語
に
訳
し
て
そ
の
事
業
内
容
を
伝
え
、
ま
た
、
講
演
で
は
あ
る
が
「
で
あ
る
」
調
に
し
て
訳
文
の
兄
没
さ
を
避
け
た
。
し
か
し
訳
者
が
、
翻
訳
k
い
う
も
の
に

つ
い
て
何
の
訓
練
も
受
け
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
本
講
演
の
テ

l
マ
に
つ
い
て
門
外
漢
で
あ
る
た
め
に
、
日
本
誇
ら
し
く
な
い
日
本
語
に
訳
出
し
て
い
た
り
、
内
容
上

の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
訳
者
が
参
考
に
し
た
邦
語
文
献
の
う
ち
主
な
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訳
文
の
不
十
分
さ
を
補
っ
て
お
き
た
い
。

国
有
化
の
法
制
度
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
奥
島
孝
康
「
戦
後
フ
ラ
ン
ス
企
業
法
の
動
向
」
日
仏
法
学
一
二
号
(
一
九
八
三
年
〉
の
第
二
章
が
包
析
的
で
あ
り
、

他
に
、
滝
沢
正
立
法
「
紹
介
国
有
化
」
同
誌
一
五
一
一
良
、
か
挙
げ
る
諸
文
献
が
あ
る
。
経
済
的
な
視
点
か
ら
の
国
有
化
の
紹
介
と
し
て
は
、
日
本
務
済
調
査
協
議

会
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
有
化
対
策
(
日
経
調
資
料
白

lu
一
九
八
二
年
)
、
渡
辺
直
文
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
に
よ
る
国
有
化
計
一
白
」
大
蔵
省
調
査
月
報
七
二
巻
二

号
(
一
九
八
三
年
〉
が
非
常
に
詳
し
く
、
在
仏
日
本
大
使
館
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
の
フ
ラ
ン
ス
経
済
」
大
蔵
省
調
査
月
報
七
三
巻
五
号
(
一
九
七
同
年
)
が
最
近

の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
外
に
、
長
部
重
康
編
現
代
フ
ラ
ン
ス
経
済
論
(
一
九
七
三
年
)
の
第

E
部
(
長
部
執
筆
)
、
結
城
隆
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
の
フ
ラ
ン
ス
経

済
」
長
銀
調
査
月
報
二

O
六
号
(
一
九
八
三
年
)
が
あ
る
。

最
後
に
、
政
治
学
・
経
済
学
・
商
品
目
子
・
通
信
事
業
等
の
用
語
に
つ
い
て
御
教
示
下
さ
っ
た
学
内
外
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。

講
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